
田中泰之先生からいただいたメールを添付します。 

一つ目のメール 

以下引用 

今冬新型コロナウイルスとインフルエンザ同時流行が語られその対策が進められています。 

ただ、資料をお示ししたように南半球ではインフルエンザは流行しておらず、連休に行われた日

本呼吸器学会総会において琉球大学の藤田教授は沖縄で今夏 614 例に対しインフルエンザ診断

キットとが使用され陽性は 1 例であったと報告されています。 

今冬のインフルエンザの流行はないのではと考えています。 

ただ、流行していないという確実な情報がないと発熱患者に対しインフルエンザの検査を行わな

いことへの納得が得られません。 

現在のインフルエンザ患者の情報は福岡県及び小郡三井医師管内においても陽性患者のみであ

り 

現在のままではインフルエンザ患者数が少なくても 

インフルエンザに対する検査を実施していないから少ないのか、流行していないの判別不能で患

者に対し的確に説明できません。 

小郡三井医師会のシステムもインフルエンザ患者数＋インフルエンザ検査実施数での報告に変

更すべきと考えますし 

福岡県医師会に対しても変更の提案をすべきと考えます。 

また、インフルエンザ検査数確保の為、感染防御が十分にできる医療機関においては積極的にイ

ンフルエンザ検査を実施いただくようお願いすることも必要と考えます。 

以上ご検討お願いいたします。  引用終了 

 

二つ目のメールの一部 

以下引用 一部わかりやすいように修正しています。 

田中先生：一番大事なことに返事がありませんでしたので再度お願いいたします。 

1）小郡三井医師会のシステムをインフルエンザ患者数＋インフルエンザ検査実施数での報告に

変更をお願いいたします。福岡県医師会に対しても変更の提案をお願いいたします。 

中略 

橋本：まず、今冬新型コロナとインフルがはやるかどうかはあくまで不明です。 

田中先生：しかし 2月 3 月の日本の状況、この夏の南半球、沖縄の状況を考えると流行しない可

能性が高いのではと考えます。 

橋本：わたしはコロナもインフルも適切に検査をすべきと思います。検査を少なくする方向の意

見は反対です。 

田中先生：コロナの唾液検査はガウンなしで検査できます、 

一方インフルエンザ検査は鼻水で検査できることもあるでしょうが基本的には鼻腔のぬぐい液

で飛沫を浴びることがあり 



ガウンが必要でリスクのある検査と考えます。 

当院では私を含め60歳台の職員も多く致死率3.5%ある新型コロナのリスクはできるだけ減らし

たいと思うが院長として当たり前の行動と考えます。 

１）にて福岡県全体及び当地域でのインフルエンザ患者発生がないことが確認できれば 

感染リスクのあるインフルエンザ検査をしないことは適切な対応と考えますがいかがでしょう。 

 

３つ目のメールでは資料 1が添付され今年度のアンケートは案としてこちらに変更の上、例年よ

り早く１１月初旬からアンケートを開始することを提案されました。 

 

田中先生に確認です。 

「小郡三井医師会全体で今までインフル陽性のみの報告だったのをインフル陽性+インフル検査

実施の数に変更し、例年より早く開始をして、その結果、インフルの流行がなければインフルの

検査を減らすことで医療機関の負担を減らしたい、コロナの院内感染のリスクを減らしたい。そ

れを福岡県医師会にも変更の提案をすべきと考える。」という意味にとりましたが間違いないで

しょうか。 

 

私の意見として 

① インフル検査実施の数も報告することによる各医療機関の負担増 

② インフルが少ない状況で検査を減らしたタイミングでインフルがはやってしまう可能性 

そしてその際に後でインフルと分かった時、最初にインフルの検査をしなかった医療機関やそれ

を主導した医師会への患者さんへの不信感やクレームが起きる可能性 

③ インフルの検査をしたいという医療機関に検査に対しブレーキをかけてしまう可能性 

 

この 3 点があるため、医師会全体にインフル検査調査の報告をより多く依頼していくことと県医

師会に変更の提案をするのがはたしていいのかという気持ちがあります。それ以上に検査の結果

を持ってインフル検査を減らすということを医師会で支持していいのかとも思っています。昨年

は確かにインフルの検査をした医療機関が、感染防御不十分でその患者さんが新型コロナと分か

った時に、２週間の診療の停止命令が出たことがありました。しかし今年は皆さん感染防御の上

で検査をしなければいけないことと、感染防御していればインフルもコロナも陽性が出たとして

も自院の診療に影響がないことは周知されていると思っています。 

以上から私は田中先生の意見には申し訳ありませんが反対で、昨年から変更なしにするのがいい

と思っています。もしくは検査報告を田中先生の案の通りに変更したとしても、インフル検査を

減らすかどうかは医師会の総意ではなく各医療機関の判断で減らすか減らさないか決めていた

だくようにしたほうがいいと思います。 

 

皆様のご意見をお願いします。 


